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「エコマークアワード 2015」募集のお知らせ

エコマーク ニュース
Eco Mark News

2015.8.15 No.96
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準の見直し （新 Ｖｅｒｓｉｏｎ 策定、適用範囲 ・ 対象材料の拡大）

　 エコマーク商品類型Ｎｏ.１１９ 「パーソナルコ ンピュー

タ」 およびＮｏ.１３０ 「家具」 について、 認定基準の全面

見直し （新 Ｖｅｒｓｉｏｎ 策定） を行います。 また、 Ｎｏ.１２８

「日用品」、 Ｎｏ.１４０ 「詰め替え容器 ・ 省資源型の容器」

およびＮｏ.１４３ 「靴・ 履物」 について、 適用範囲や対象

材料の拡大を検討し ます。 これらの商品類型において、

２０１５ 年 ７ 月 ３１ 日から ８ 月 ２９ 日の ３０ 日間、 認定基準

策定に関する意見および認定基準案を策定する基準策

定委員会の委員候補者を募集し ています。 （「パーソナ

ルコ ンピュータ」 の募集は終了し ま し た）。応募方法等

詳細は、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/ｐｕｂｌｉｃ/）

にてご確認いただけます。

エコマーク事務局では、エコマーク商品等、環境配慮型商品普及への優れた

取り組みを表彰する「エコマークアワード」を本年度も実施いたします。

 この表彰制度は、環境配慮型商品普及に関する優れた取り組みを広く公表す

るとともに、エコマーク商品等のより一層の普及拡大を通じて、持続可能な社

会の実現に寄与することを目的として創設されたものです。

 本年度の募集要項は以下のとおりです。

〈表彰について〉

● 賞の種類：エコマークアワード　金賞、銀賞、銅賞 [公募]

プロダクト・オブ・ザ・イヤー [エコマーク認定商品の中から選考]

● 選考～表彰の流れ：一次審査（書類審査）、本審査（プレゼンテーション、2015 年12 月下旬予定）を経て

受賞者を決定します。表彰式は 2016年 2月下旬に行う予定です。

〈募集について〉

● 募集対象：エコマーク認定商品保有企業またはエコマーク商品等の普及に貢献している企業・団体

（なお、プロダクト・オブ・ザ・イヤーは 2014年度、2015年度に認定されたエコマーク認定

商品の中から選考します。）

● 募集期間：2015年 8月 10 日（月）～10 月9 日（金）
 

◆詳細はエコマーク事務局ホームページ（http : // www.ecomark. jp/award/2015/）をご覧ください。ご応募をお待

　ちしております。
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認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいた し ます。

■ Ｎｏ.１３２ 「 ト ナーカート リ ッジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２」、 Ｎｏ.１４２ 「インクカート リ ッジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２」

（Ｖｅｒｓｉｏｎ１ 基準見直しによる新基準制定）

　 複写機、 プ リ ン タ、 フ ァ ッ ク スなどに使用される ト

ナー／イ ン ク カー ト リ ッ ジに関し ては、 使用済みカー

ト リ ッ ジを用いた再生カー ト リ ッ ジが数多 く 流通し て

います。 そのため、 使用済みカー ト リ ッ ジの回収 ・ リ

サイ クルが必要であ り 、 環境配慮型の新品カー ト リ ッ

ジに加えて、 環境面 ・ 品質面 （新品 と の印刷処理能力

比等） に配慮し た再生カー ト リ ッ ジが、 バラ ン ス よ く

普及する こ と が重要です。

　 今回の認定基準の見直しにおいては、 ト ナー／イ ン

ク またはカー ト リ ッ ジに用いる材料の環境や人への安

全性、 リ サイ クルしやすい製品設計、 使用済みカー ト

リ ッ ジの回収 ・ リ サイ クル等の適正な処理の促進、 適

切な情報提供が行われているかなど、 製品ラ イ フサイ

クル全体を総合的に評価し ま し た。 また、 カー ト リ ッ

ジ使用時の総揮発性有機化合物 （ＴＶＯＣ） や微粒子 ・

超微粒子＊の放散などの基準も強化し ま し た。

＊微粒子 ・ 超微粒子基準は ト ナーカー ト リ ッ ジに適用

■ Ｎｏ.１０３ 「衣服 Ｖｅｒｓｉｏｎ３」、 Ｎｏ.１０４ 「家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３」、 Ｎｏ.１０５ 「工業用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３」

（Ｖｅｒｓｉｏｎ２ 基準見直しによる新基準制定）

「衣服」、 「家庭用繊維製品」 および 「工業用繊維製

品」 の Ｖｅｒｓｉｏｎ２認定基準は、 ２００３年の制定以来、特

にＰＥＴボ ト ルを原料とするポ リ マー リ サイ クル繊維や

ケ ミ カル リ サイ クル繊維を使用し た製品を中心に、 多

く の商品が認定を取得し て き ま し た。 その一方で、 社

会全体 と し ては繊維製品の リ サ イ ク ル率が １０ ％台に

と ど ま っている など、 廃棄物の排出量や リ サイ クル率

の改善が進んでいる と は言い難 く 、 エコマーク認定商

品において も故繊維を リ サイ クルし た認定商品は相対

的に少ない と い う 課題があ り ま し た。

　 そ こで、 今回の認定基準の見直しにおいては、 故繊

維由来の リ サイ クル繊維を別途評価する と と も に、 環

境配慮商品の拡大 と し て植物由来合成繊維や羊毛、 セ

ルロース系化学繊維を新たな評価対象と し て追加し ま

し た。 また、 グ リ ーン購入法や国際的な繊維製品規格

など と の整合を図る など、 全面的に基準の見直し を行

いま し た。

日中韓環境ラベル間の共通基準改定

　 日中韓の環境ラベル機関では、 ２００７ 年に 「パーソ

ナルコ ンピ ュータ」、 ２０１２年に 「複合機 （複写機／プ

リ ン タ）」 など、 これまでに６品目の共通基準の策定と

運用方法に関する合意がな さ れま し た。 「パーソ ナル

コ ンピ ュータ」 および 「複合機 （プ リ ン タ）」 に関し て

は各国の認定基準が改定されたため、 ３ カ国の共通基

準も改定されま し た。 相互認証を活用し てエコマーク

認定商品を中国、 韓国の環境ラベル機関に申請する場

合、 共通基準項目の審査が省略されます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１３２ ト ナーカー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０１５ 年 ７ 月 １５ 日 ２０２２ 年 ７ 月 ３１ 日

１４２ イ ン ク カー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０１５ 年 ７ 月 １５ 日 ２０２２ 年 ７ 月 ３１ 日

１０３ 衣服 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０１５ 年 ８ 月 １ 日 ２０２２ 年 ７ 月 ３１ 日

１０４ 家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０１５ 年 ８ 月 １ 日 ２０２２ 年 ７ 月 ３１ 日

１０５ 工業用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３ ２０１５ 年 ８ 月 １ 日 ２０２２ 年 ７ 月 ３１ 日
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新 認定商品のご紹介

プラスチッ ク製容器包装のリサイクルによりアンモニアを製造

――エコマーク初となるプロセスを対象とする認定

　 家庭から排出される ごみの約 ６ 割 （容積比） を占め

る容器包装廃棄物の う ち、 プラ スチッ ク製容器包装は

約 ３５ ％ と も大き な割合 と なってお り 、 環境負荷の

低減に向け、 省資源化の取 り 組みや容器包装 リ サイ ク

ル法に基づ く 再資源化などが進められています。

　 エコマーク では、 これまで も詰め替え容器や省資源

型容器の採用、 マテ リ アル リ サイ クルによ る再生プラ

スチッ ク の利用などの視点を盛 り 込んだ商品類型を制

定し、 プラ スチッ ク製容器包装に関わる環境負荷低減

を促し て き ま し た。 こ う し た側面に加え、 プラ スチッ

ク製容器包装廃棄物 （混合プラ スチッ ク） を効率よ く

処理し、 再び資源に変え る こ と ができ る ケ ミ カル リ サ

イ クル手法 （ガス化） に着目し、 ２０１５年６月に新商品

類型 「プラ スチッ ク製容器包装の リ サイ クルによ る ア

ンモニア製造プロセス Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 を制定し ま し た。

　 本商品類型はエコマーク において初めてプロセス を

認定対象とする もので、 認定基準の制定を受け、 昭和

電工株式会社 川崎事業所 （昭和電工 ＫＰＲ） が第 １ 号

と な る認定を取得し ま し た （認定番号 １５ ５０４ ００１）。

■アンモニア製造プロセスの環境負荷を低減

　 昭和電工は、 アンモニア事業を化学品セグ メ ン ト に

おける基盤事業と し て位置づけ、 原料の多様化を進め

るなど供給体制の充実を図って き ま し た。 こ う し た経

験と技術の蓄積を も と に、 使用済みプラ スチッ ク のガ

ス化によ る ケ ミ カル リ サイ クルを通じ てアンモニアを

製造するプロセス を商業化し ま し た。

　 川崎事業所の リ サイ クルプラ ン ト では、 収集された

使用済みプラ スチッ ク が破砕機に投入され、 異物を除

去し た後に成形機によ り 減容成形品 （ＲＰＦ） に加工さ

れます。 ＲＰＦ は低温ガ ス化炉および高温ガ ス化炉で

の処理を経て、 水素と一酸化炭素を主成分とする合成

ガスに改質され、 さ ら にガス洗浄、 CO 転化、 脱硫 と

い う 工程を経てアンモニアが製造されます。

　 同社の試算によ る と、 アンモニア １ｋｇ の製造に伴 う

CO２ 排出量は、 従来の方法の ３.７ｋｇ に対し、 使用済み

プラ スチッ ク を使用し た場合には ２.４ｋｇ と、約 ３５ ％削

減 さ れる こ と にな り ます。 製造過程で発生し た ＣＯ２

は、昭和電工ガスプロダク ツ(株) において精製され、液

化炭酸ガスやド ラ イ ア イ ス と し て販売されています。

　 また、製造過程の各段階で排出される金属、 ス ラグ、

塩、 硫黄などは、 多様な分野の製品の原材料と し て活

用されています。 さ ら に、 工程中で発生する蒸気や温

水も工場内で有効活用されてお り 、 ゼロエ ミ ッ シ ョ ン

型の循環システムを実現し ています。

■環境調和型ブ ラ ン ドのアンモニアを販売

　 川崎事業所の リ サイ クルプラ ン ト は、 容器包装 リ サ

イ クル法に基づ く 一般廃棄物系のプラ スチッ ク製容器

包装を受け入れてお り 、 １ 日あた り 大 １９５ ト ンの回

収プ ラ スチ ッ ク か ら １７５ ト ンの液化ア ンモニア を製

造する こ と ができ ます。

　 昭和電工では、 使用済みプラ スチッ ク を原料の一部

に使用し たアンモニアを 「ECOANN」 と い う 環境調和

型ブラ ン ド で販売し ています。 同製品は従来製品と同

等の品質を確保し てお り 、 脱硝用薬剤、 金属の窒化処

理のほか、 アク リ ル繊維、 ポ リ ア ミ ド、窒素系肥料、 接

着剤の原料など、 幅広い用途で利用されています。

　 循環型社会を構築し てい く ためには、 排出された資

源を効率的に分別 ・ 収集する と と もに、 再生資源の利

用を進め、 資源循環のループを完結させる こ と が必要

です。 昭和電工のプラ スチッ ク リ サイ クルプロセスに

よ り 生産される アンモニアは、 一般消費者が直接目に

する ものではあ り ませんが、 エコマーク の認定取得に

よ る社会への発信を通じ て、 使用済みプラ スチッ ク を

排出する消費者、 再生されたアンモニアを原料と し て

使用する事業者の認識が高ま り 、 資源循環が進展し て

い く こ と が期待されます。

昭和電工(株)川崎事業所のプラスチック

ケミカルリサイクルプラン ト
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お知らせ

環境イベン ト 、 キャンペーンへの出展予定

■各地で開催される環境イベン ト

・ ９ 月 ２３ 日 （祝 ・ 水） 「エコ メ ッ セ ２０１５ ｉｎ ちば」 ：

幕張 メ ッ セ （千葉県千葉市）

・ １１ 月 ７ 日 （土）、 ８ 日 （日）

「ひがしひろ し ま環境フ ェ ア ２０１５」 ：

東広島運動公園体育館 （広島県東広島市）

・ １１ 月 １４ 日 （土） 「なかのエコ フ ェ ア ２０１５」 ：

中野サンプラザ前広場 （東京都中野区）

■東海三県一市グリーン購入キャンペーン

1０月の １ カ月間、 愛知県、 岐阜県、 三重県、 名古屋

市の三県一市の連携によ る、 グ リ ーン購入キ ャ ンペー

ンが実施されます。 キ ャ ンペーンでは、 買い物の時に

環境ラベル商品や地産地消の産品を積極的に選ぶこ と

などグ リ ーン購入を ＰＲ し、 エコ マーク認定商品など

の購入によ る懸賞も実施されます。 期間中は東海エ リ

アの各地でイベン ト が行われ、 エコマーク も一部に出

展し ます。

■エコプロダクツ ２０１５

エコマーク は、 1２月 １０日 （木）～１２ 日 （土） に東京

ビ ッグサイ ト で開催される 「エコプロダク ツ ２０１５」 に

出展し ます。 展示等についての詳細が決ま り 次第、 エ

コマーク事務局ウ ェブサイ ト および メ ールマガジンに

てご案内いた し ます。  

トピックス

環境イベン ト に参加しました

■ ６月７日、８日 エコ ライフ ・ フ ェア ２０１５ （環境省）

　 毎年、 環境月間の 初の週末に開催される 「エコ ラ

イ フ ・ フ ェ ア」 は、環境省、企業、ＮＰＯ などによ るブ

ース出展や、 多数のステージ イベン ト が行われるエコ

フ ェ アです。 今回、 エコマークは 「こ ど もエコ ク ラブ

全国事務局」 と合同出展。 こ ど もエコ ク ラブのイ メ ー

ジキ ャ ラ ク ター

「エ コ ま る 」 と

エコマーク をプ

リ ン ト し た風船

を子ど も たちに

配布し、 両事業

の ＰＲ を行い ま

し た。

■ ７月２０日 （祝 ・ 月） おおつ ＥＣＯ ＦＥＳＴＡ

（滋賀県大津市）

　 今回が初開催と な る 「おおつ ＥＣＯ ＦＥＳＴＡ」 に出展

し ま し た。 エコマーク ブースでは、 滋賀県内企業のエ

コマーク認定商品の展示 （新聞古紙１００％封筒、 モ ッ

プ替糸、 ネズ ミ バス ター ｅｃｏ、 リ サイ クルプラ ン ター、

ハーモニーロー ド ウ ッ ド ） や簡単な ク イ ズを実施し、

エコマークへの理解を深めていただき ま し た。

　 他の出展団体も、 工作やク イ ズなど趣向を凝ら し た

内容で、 会場は大変盛 り 上が り ま し た。 夏休みが始ま

ったばか り の暑い日でし たが、 屋内の会場にて来場の

子ど も たち も出展者も、 快適に楽しい一日を過ご し ま

し た。

「エコライフ ・ フェア ２０１５」 のエコマークブース


